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＜病棟連絡事項＞
・警備のPHSが見つかりましたので、今日からいつも通りのPHS「916」です。

＜入室状況＞
【退院】
・浪岡　正志様～東合併症室

【入院】
・林崎　なみ様～東合併症室

＜患者様連絡事項＞
・澤口　利香様～本日創部の状態を診るために市民病院救急外来受診。次回は来月2日か3日午前中に受診予定。母と相談し決めていく。

・和田　昌様～排便-9日目。継続指示にてGE浣腸施行し、排便多量に確認。

・高橋　信一様～排便-7日目。継続指示にてGE浣腸施行し、排便多量に確認。また、排尿停滞あり、田名部Dr.より導尿指示あり、排尿500ｍｌ確認。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放観察実施するも迷惑行為頻回の為、予定より早い時刻で開放観察終了する。自傷行為等の不穏行動は見られない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・関川　良雄様～身体拘束中。採血検査で肝機能の結果がAST/ALT：355/659、γ-GTP：246　緊急値あり。船場Dr.へ報告し胸部・腹部・骨盤部CT検査の指示あり実施。急性胆のう炎の所見あり、抗生剤セフトリアキソンを1/31まで処方となる。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。創部確認の為にスタッフ2名付き添いにて八戸市民病院救急外来受診。外出前8:30指示にてジプレキサ(10)1V筋注施行。外出中不穏行動無し。帰院時NEAR法陰性。情動不穏・衝動性見られない。拘束トラブル無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・達中　勝子様～覚醒不良・傾眠状態。各食摂取量1/3程度。臥床傾向。問題行動無し。

・沼畑　宮子様～食事は1/3～1/4摂取しむせ込みなし。湿性咳嗽あるが自己排痰出来ずにいる。本人より水の要求あり随時対応する。バイタルサインの異常なし

＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・和田　昌様～2/2よりハロペリドール（0.75）中止。その他変更無く7日分処方。

[bookmark: _GoBack]・藤井　崇史様～朝早く目覚めてしまう事に対し、就床前薬を21時に遅らせてみるよう主治医より助言あり。薬剤変更なし。

＜新入院患者様情報＞
　日　　時：令和4年1月28日　12:12
　氏　　名：林崎　なみ(はやしざき　なみ)様
　生年月日：昭和5年12月24日　91歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr.
　診 察 医：柞木田Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　当院外来通院中。R4.1.24に3回目のコロナワクチン接種し、その後発熱続きカロナールにて対応していたが収まらずに、昨日17：00に40度まで体温上昇。酸素飽和度70％代へ下降したため、八戸赤十字病院に救急搬送され、諸検査や補液を行っている。褥瘡からくるもの、またワクチンの副反応、肺炎、尿路感染、胸水貯留肺に癌のようなものがあると話があったが、かかりつけの当院に相談するよう話され、当院宛ての診療情報提供書作成され施設に帰宅。帰宅後も処方された抗生剤や座薬使用するも、解熱せず。食事もままならず、排尿も少ない。今後、於本病院へ往診をお願いする事を検討しているが、現状施設での対応が難しい状況であり、御家族様、当院での入院治療の希望あり。当院では内科治療で行える処置に限りがあることを了承された上で、身体管理目的にて12：12東病棟合併症室へ医療保護入院となる。

【退院先】「ひまわりの家」待期期間無
【緊急時】当院にてDNAR
【CSセット】B-①
【コロナ】③1/24接種済
【インフル】11/13実施済
【車椅子】レンタル　リクライニング
【義歯】なし
 
1/29　9：30長男様来院　
印鑑持参　書類手続き
洗濯物返却

